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自治協通信 ITAKINISHI(３号) 

平成２６年３月２５日発行 

板城西自治協事務所 

黒瀬町国近 344－1 

℡   0823－27－8030 

Fax   0823－27－8031 

 

☆
お
知
ら
せ 

 

自
治
協
で
は
、
地
域
公
共
交
通
と
し

て
、
黒
瀬
町
内
の
５
つ
の
自
治
協
が
協

力
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
さ
く
ら
バ

ス
）
を
運
行
い
た
し
ま
す
。 

 
昨
年
１
１
月
に
、
３
月
中
に
は
運
行

の
予
定
と
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
バ
ス
の
改
造
等
に
相
当
の
日
数
を

要
す
る
た
め
、
当
初
の
予
定
を
変
更

し
、
６
月
上
旬
ま
で
の
運
行
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
。 

 

運
行
日
は
平
日
（
土
日
祝
日
、
振
替

休
日
、
８
月
１
３
日
～
８
月
１
５
日
、

１
２
月
３
０
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

で
す
。 

 

板
城
西
地
区
の
運
行
日
は
、
毎
週
月

曜
日
と
木
曜
日
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
往
復

で
す
。 

 

停
留
所
は
左
表
の
２
０
か
所
と
な

り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

伝
承
し
て
ほ
し
い
行
事
の
一
つ
で
あ

る
。 

 

ま
た
、
来
年
多
く
の
人
と
の
出
会
い

が
楽
し
み
で
あ
る
。 （

保
田
一
区
民
） 

 
 

板
城
西
自
治
協
は
、
伝
統
行
事
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

☆
と
ん
ど
祭
り 

  

舞
い
上
が
る
炎
、
弾
け
る
竹
の
音
、

子
ど
も
達
の
歓
声
、
こ
れ
は
と
ん
ど
祭

り
の
一
コ
マ
で
あ
る
。 

 

我
が
地
域
の
と
ん
ど
祭
り
は
１
月

１
２
日
。
午
前
８
時
か
ら
と
ん
ど
を
巻

き
、
午
後
２
時
か
ら
と
ん
ど
を
焼
い

た
。 

 

午
前
中
の
作
業
は
大
人
ば
か
り
の

二
十
数
名
、
午
後
の
と
ん
ど
焼
き
に
は

子
供
も
加
わ
り
倍
以
上
の
人
数
に
膨

ら
ん
だ
。 

 

同
じ
地
区
に
住
み
な
が
ら
久
し
ぶ

り
に
会
う
人
、
ほ
と
ん
ど
話
す
機
会
が

な
か
っ
た
人
、
地
区
に
住
ん
で
い
な
い

息
子
や
娘
家
族
な
ど
、
様
々
な
顔
が
並

ぶ
。
平
素
話
す
機
会
が
な
い
人
と
も
、

と
ん
ど
の
火
を
囲
み
、
焼
い
た
餅
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
和
や
か
な
会
話
が
弾

む
。 隣

家
の
様
子
も
良
く
わ
か
ら
な
い

現
況
の
中
で
、
こ
の
祭
り
は
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て

い
る
。 

と
ん
ど
祭
り
は
、
過
疎
化
が
進
み
、

子
ど
も
や
若
者
が
い
な
く
な
る
中
で 

さくらバス 

渋・長貫～ショージ線 

停留所名 地 区 

長貫 

上黒瀬 
箕越 

岩屋口 

岩屋北 

国近ハイツ 

板城西 

保田西 

消防ポンプ庫 

北平団地 

保田東 

保田会館 

藤美台入口 

板城郵便局 

小多田会館 

五神社 

宗近団地 

河原ハイツ 

セイコー珈琲前 

上黒瀬 
柳国駐在所前 

南方 

ショージ前 

 

保田区のとんど風景 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
友 

敏
洋
様 

池
田 

輝
士
様 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
餅
つ
き
大
会 

１
月
１
０
日
に
板
城
西
保
育
所
で

餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。 

 

餅
を
つ
く
た
び
に
園
児
か
ら
歓
声

が
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
月
１
６
日
板
城
西
小
学
校
で
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

前
半
の
「
感
謝
の
会
」
で
は
、
児
童

が
合
唱
、
和
太
鼓
、
能
を
披
露
し
、
５

年
生
が
育
て
た
も
ち
米
で
餅
を
作
り
、

来
場
者
に
配
り
ま
し
た
。 

後
半
の
地
域
と
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
で
は
、
参
加
者
と
児
童
が
一
緒
に

「
竹
馬
」
「
竹
ト
ン
ボ
」
「
お
じ
ゃ
み
」

「
折
り
紙
」
「
凧
」
を
作
り
ま
し
た
。 

（
地
区
社
協
部
会
）  

 

 

☆
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封 

 

村
岡 

利
博
様 

矢
田
辺 

徹
様 

 

伊
達 

勝
行
様 

御
厚
情
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

御
厚
意
は
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、
板
城
西

地
区
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

・
社
会
福
祉
団
体
役
員
功
労
者
表
彰 

 

活
動
歴
８
年
以
上
の
２
名
の
方
が 

保育所 
餅つき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童による能 
観世流吉田篤史先生 

和太鼓演奏 交流会場でのミニ展示会 

竹馬作り 竹トンボ作り おじゃみ作り 

折り紙作り たこ作り 

☆
こ
こ
が
す
ば
ら
し
い 

 

板
城
西 

 

・
３
月
１
５
日
（
土
）
板
城
西
小
学

校
で
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
国
歌
」
斉
唱
に
始
ま
り
、
「
仰

げ
ば
尊
し
」
で
終
了
し
ま
し
た
。
在

校
生
の
送
辞
、
卒
業
生
の
答
辞
、
ど

ち
ら
も
感
動
す
る
も
の
で
し
た
。
卒

業
生
も
在
校
生
も
涙
ぐ
む
児
童
が

多
数
い
ま
し
た
。 

出
席
し
た
大
人
も
胸
に
ジ
ン
と
来 

☆
ご
存
知
で
す
か 

 

￤
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
￤ 

  

東
広
島
市
で
は
、
本
年
３
月
末

で
、
防
災
行
政
無
線
と
オ
フ
ト
ー

ク
を
廃
止
し
ま
す
。 

 

市
域
へ
一
斉
に
伝
達
す
る
手

段
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

（
Ｆ
Ｍ
東
広
島
）
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

市
で
は
、
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を

有
料
（
一
部
無
料
）
で
販
売
配
布

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

緊急告知
ラジオ 

ふれあいフェスティバル風景 

る
も
の
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
卒

業
式
で
し
た
。 

（
一
老
出
席
者
） 

 

・
板
城
西
小
学
校
で
は
、
児
童
の

体
力
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

そ
の
成
果
が
だ
ん
だ
ん
と
出

て
き
て
い
ま
す
。 

 

家
庭
に
お
い
て
も
、
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
さ
ら
に
成
果

が
出
る
と
思
い
ま
す
。 


